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【１月２０日開催分】 

 

 

 

 

 

令和７年１月臨時会 

 

 



 

 

令和７年生駒市議会第１回(１月)臨時会 議案説明会 

 

１ 日 時  令和７年１月２０日（月） 午前１０時 
 

２ 場 所  第１会議室 
 

３ 説明議案等 

議案第 1 号 
専決処分につき承認を求めることについて（令和６年度生駒市一

般会計補正予算（第８回）） 

議案第 2 号 令和６年度生駒市一般会計補正予算（第９回） 

４ 出席議員 

福中眞美 白本和久 伊木まり子 塩見牧子 浜田佳資 竹内ひろみ 

惠比須幹夫 成田智樹 吉村善明 片山誠也 改正大祐 神山さとし 

山下一哉 加藤裕美 中嶋宏明 中尾節子 梶井憲子 辰巳綾子 

芦谷真治 森雄亮 橋本宏淳 髙杉千代子   
 

５ 説明のため出席した者 

副 市 長 領家誠 

教 育 部 長  鍬田明年 

 

総 務 部 長 小林弘幸 福 祉 部 長 後藤治彦 
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議案第１号 専決処分につき承認を求めることについて（令和６年度生駒 

市一般会計補正予算（第８回）） 

【福祉部】 

今回の補正については、過日、１月１０日の議会運営委員会において、事前に

申し入れをしたものですが、地方自治法第１７９条第１項の規定により、本年、

１月１０日付けで専決処分したものについて、同条第３項の規定により報告し、

承認を求めるものです。 

歳入・歳出それぞれに４億２９８９万円を増額補正するもので、全額国庫補助

となります。 

内容としては、国の経済対策に基づき、物価高騰の影響が大きい低所得世帯へ

の支援策として、住民税非課税世帯に対し、１世帯当たり３万円を給付するとと

もに、こども加算として、１８歳以下の児童１人当たり２万円を追加給付するも

のです。 

また、申請期限が本年７月末までとなっていることから、１億５３７０万円の

繰越明許費の追加を行うものです。 

 

議案第２号 令和６年度生駒市一般会計補正予算（第９回）  

【総務部】 

今回の補正予算については、病気休職に伴い給与の全部又は一部を不支給とし

ていた消防職員について、公務災害が認定されたことにより給与の差額を支給す

るものです。 

職員の分限に関する条例第５条第２項及び生駒市の一般職の給与に関する条例

第１８条第３項の規定により、休職期間中は給与が減額又は無給となりますが、

公務災害が認定された場合、生駒市の一般職の給与に関する条例第１８条第１項

の規定により、休職の期間中の給与を全額支給する必要があることに加え、満額

支給されなかった遅延利息額に相当する補償金も含め、１０６１万１０００円の

増額補正をするものです。 

内訳としては、款７消防費、項１消防費、目１常備消防費、節２給料として 

７８１万６０００円、節３職員手当等として２３８万５０００円、節２１補償補

填及び賠償金として４１万円を計上しています。 

なお、節２１の補償補填及び賠償金については、地方自治法第９６条第１項第

１３号に議会の議決事項として定めがある「損害賠償額を定めること」に該当し

ますが、１件１００万円以内であるため、地方自治法第１８０条第１項の規定に

よる「議会の委任による市長の専決処分」事項となることから、補正予算成立後、

直ちに専決処分を行い、次の議会で地方自治法第１８０条第２項に基づく議会へ

の報告を行う予定です。 

 

【教育部】 

款２１諸収入、項４雑入、目４雑入、節３学校給食材料費徴収金について、物

価高騰に伴い、子育て世帯の経済的負担の軽減と安心して学校生活を迎えていた
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だくことを目的に、国からの臨時交付金を活用し、小・中学校の給食費を令和７

年１月分から３月分までの３カ月分を無償化するため、１億２６３６万円を減額

補正するものです。 


